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初
め
に

　

筆
者
は
今
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
八
月
十
四
日

（日）

か
ら
二
十
一
日

（日）
の
八
日
間
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
を
訪
問
し
た
。
こ
の
新
疆
訪
問
は
、
亜
細
亜
大

学
ア
ジ
ア
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
北
東
ア

ジ
ア
の
経
済
・
社
会
の
変
容
と
適
応
」（
主
査　

西

澤
正
樹
教
授
）
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
推
進
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一
九
八
六
年

の
「
交
流
協
定
」
締
結
以
来
、学
術
交
流
関
係
の
あ
っ

た
亜
細
亜
大
学
と
新
疆
財
経
大
学
と
の
関
係
を
一
層

発
展
さ
せ
る
べ
く
「
共
同
調
査
研
究
」
を
立
ち
上
げ

る
目
的
も
あ
っ
た
。

　

筆
者
を
含
め
、
日
本
か
ら
の
五
人
は
全
て
新
疆

訪
問
が
初
め
て
で
あ
り
、
八
日
間
の
新
疆
旅
行
は

極
め
て
刺
激
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
筆

者
に
と
っ
て
は
、
新
疆
は
自
分
の
担
当
地
域
と
は

遠
い
場
所
で
あ
り
、
定
年
を
間
近
に
控
え
た
身
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
持
ち
堪
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
不
安
も
あ
っ
た
。
し
か
し
新
疆
へ

の
強
い
好
奇
心
は
、
そ
う
い
っ
た
疑
問
や
不
安
を

圧
倒
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は

む
し
ろ
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
判
断
し
、
参
加
し
た
。

以
下
、
短
期
間
の
旅
行
で
見
聞
し
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
等
を
書
き
連
ね
て
み
た
い
と
思
う
。

東
京
―
北
京
間
よ
り
遠
い

　
　
　
　
　
　

北
京
―
ウ
ル
ム
チ
間
？

　

先
ず
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
つ
い
て
、
大

雑
把
に
紹
介
し
て
み
た
い
。
中
国
の
西
の
は
ず
れ

に
あ
る
新
疆
は
嘗
て
西
域
と
呼
ば
れ
た
。
筆
者
が

中
学
校
時
代
に
覚
え
た
王
維
の
有
名
な
漢
詩
に
は
、

「
西
出
陽
関
無
故
人
（
西
陽
関
を
出
ず
れ
ば
故
人
無

か
ら
ん
）」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
新
疆
は
漢
族
に

と
っ
て
異
民
族
の
支
配
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
正

に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
。

　

新
疆
の
面
積
は
約
一
六
六
万
平
方
ｋ
ｍ
（
日
本
の

約
四
・
五
倍
）
と
広
く
、
中
国
全
体
面
積
の
六
分
の

一
を
占
め
、
最
大
の
行
政
区
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者

は
羽
田
か
ら
北
京
経
由
で
新
疆
の
省
都
ウ
ル
ム
チ

を
往
復
す
る
の
に
中
国
国
際
航
空
（
Ｃ
Ａ
）
を
使
っ

た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
行
き
の
羽
田
―
北
京
間
の

所
要
時
間
が
三
時
間
五
十
分
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

北
京
―
ウ
ル
ム
チ
間
は
四
時
間
十
分
で
あ
っ
た
。
同

じ
飛
行
機
会
社
で
も
国
際
線
と
国
内
線
で
は
飛
行

速
度
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
中
国
の
領
土
の
広
さ
に
は
改
め
て

驚
か
さ
れ
た
。

　

北
京
か
ら
ウ
ル
ム
チ
へ
の
飛
行
機
の
旅
は
、
大
半
が

雲
に
覆
わ
れ
、
下
が
全
く
見
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
到

着
一
時
間
前
頃
か
ら
下
が
見
え
出
し
、
雪
を
頂
く
山
も

あ
る
天
山
山
脈
が
延
々
と
続
い
て
い
た
。
ウ
ル
ム
チ
に

近
づ
く
に
つ
れ
緑
が
増
え
だ
し
た
の
は
印
象
深
い
。
ウ

ル
ム
チ
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
美
し
い
牧
場
」
と
い
う
意

味
だ
そ
う
だ
が
、
今
や
二
四
〇
万
人
の
大
都
市
に
成
長

し
、
大
き
な
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
て
い
た
。

　

筆
者
に
と
っ
て
ウ
ル
ム
チ
で
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
若
者
が
他
の
省
に
出
な
い
と
い
う
話
し
と
、
環

境
美
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
中
央
政
府
か
ら
の
特
別
支
援
に
加

え
、
市
が
大
き
な
工
業
団
地
を
造
成
し
、
企
業
誘
致

に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
後
者

に
つ
い
て
は
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、
道
路
周
辺
に
は

街
路
樹
が
植
え
ら
れ
、
花
壇
も
整
備
さ
れ
、
散
水
車

を
何
度
か
見
か
け
た
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ル
ム
チ
は
今

正
に
開
発
の
最
中
で
あ
り
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
往
来
が

野　

副　

伸　

一

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
雑
感
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頻
繁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
埃
っ

ぽ
さ
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
環
境
美
化

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

我
々
は
ウ
ル
ム
チ
で
は
、
先
ず
新
疆
財
経
大
学
を

訪
問
し
、
研
究
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の

後
ウ
ル
ム
チ
経
済
技
術
開
発
区
を
訪
問
し
、
開
発
区

の
現
状
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
後
、

中
糧
コ
カ
コ
ー
ラ
、
新
疆
牧
神
（
農
機
具
製
造
）、

ウ
ー
ス
ー
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
グ
ル
製
薬
、
美
克
国
際
家

具
を
見
学
し
た
。

多
様
な
人
種
構
成

　

新
疆
の
人
口
は
現
在
二
〇
四
二
万
と
少
な
い

が
、
人
種
構
成
が
多
様
で
あ
る
点
が
興
味
深
い
。

自
治
区
全
体
で
は
漢
族
が
四
十
八
％
、
ウ
イ
グ
ル

族
が
四
十
二
％
と
多
く
、
残
り
一
〇
％
に
カ
ザ
フ

族
、
回
族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
等
の
少
数
民
族
が
い

る
（
一
九
八
二
年
に
は
ウ
イ
グ
ル
族
の
比
率
は
約

七
〇
％
で
あ
っ
た
）。
省
都
ウ
ル
ム
チ
で
は
漢
族
が

八
十
七
％
と
圧
倒
的
に
多
い
が
、
南
部
の
カ
シ
ュ
ガ

ル
や
ア
ク
ス
で
は
ウ
イ
グ
ル
族
の
比
率
が
そ
れ
ぞ

れ
九
十
五
％
、
八
十
五
％
と
高
い
と
い
う
。

よ
く
整
備
さ
れ
た
道
路
網

　

我
々
は
、
ウ
ル
ム
チ
に
二
泊
し
た
後
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
西
に
向
か
い
、
石
河
子
（
シ
ー
ハ
ズ
）
で

一
泊
、
博
楽
（
ポ
ー
ラ
）
で
一
泊
、
伊
犁
（
イ
リ
）

で
二
泊
し
、
そ
し
て
そ
の
日
の
う
ち
内
に
ウ
ル
ム
チ

に
戻
る
と
い
う
、
往
復
一
四
〇
〇
キ
ロ
の
バ
ス
旅
行

を
強
行
し
た
。
こ
の
バ
ス
旅
行
で
印
象
的
な
こ
と
は

色
々
あ
る
が
、
先
ず
高
速
道
路
や
市
内
の
道
路
網
が

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
唯

一
の
例
外
は
塞
里
木
（
サ
リ
ム
）
湖
か
ら
伊
犁
へ
抜

け
る
峠
で
、
工
事
中
の
た
め
砂
埃
り
が
酷
か
っ
た
。

塞
里
木
湖
は
実
に
美
し
い
湖
で
、
湖
水
近
く
に
パ
オ

が
点
在
し
て
い
た
。
対
岸
に
「
成
吉
思
汗
点
将
台
」

を
地
図
上
で
見
つ
け
、
感
銘
深
か
っ
た
。

石
河
子
は
屯
田
兵
が
作
っ
た
町

　

石
河
子
は
興
味
深
い
町
で
あ
る
。
中
国
が

一
九
四
九
年
に
建
国
さ
れ
た
後
、
進
駐
し
た
第
八
農

業
兵
団
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
町
で
あ
る
。
王
震
将
軍

の
率
い
る
兵
団
の
進
駐
は
、
北
辺
の
防
備
と
農
業

振
興
（
食
糧
の
確
保
）
を
狙
っ
た
も
の
で
、
正
に
兵

団
は
屯
田
兵
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
疆
に
山
東
省
出

身
の
人
や
そ
の
子
孫
が
多
い
の
は
、
兵
団
が
山
東
省

出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
と
も
聞
い
た
が
、

確
認
は
出
来
な
か
っ
た
。
軍
墾
博
物
館
は
石
河
子
の

歴
史
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
た
。
我
々
は
石
河
子
で

も
経
済
技
術
開
発
区
を
訪
問
し
、
現
状
に
つ
い
て
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
後
、
伊
利
乳
業
、
華
興
ガ

ラ
ス
（
ビ
ー
ル
ビ
ン
製
造
）
を
見
学
し
た
。

厳
し
い
検
問

　

我
々
は
石
河
子
を
後
に
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の

国
境
で
あ
る
阿
拉
山
口
に
向
か
っ
た
。
途
中
塩
水
湖

で
あ
る
艾
比
湖
を
右
手
に
望
ん
だ
。
中
国
に
は
ま
た

氷
河
に
よ
っ
て
出
来
た
湖
が
あ
る
こ
と
を
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
読
み
、
中
国
の
地
形
・
地
質
の
多
様
さ
を

感
じ
た
。
阿
拉
山
口
に
行
く
ま
で
に
二
回
の
検
問

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
通
過
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ

た
。
結
局
税
関
を
見
学
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
み
や

げ
物
店
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
製
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

買
う
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
入
っ

た
赤
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
は
、
ど
う
い
う
訳
か
「
つ
と

め
品
」
と
い
う
日
本
語
が
書
か
れ
て
い
た
。
ウ
ル
ム

チ
か
ら
北
京
へ
の
飛
行
機
で
乗
り
合
わ
せ
た
日
本

人
旅
行
者
に
よ
る
と
「
新
疆
南
部
で
は
検
問
が
厳
し

か
っ
た
、
ど
う
も
カ
シ
ュ
ガ
ル
と
ホ
ー
タ
ン
の
間
で

衝
突
が
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

伊
犁
は
昔
か
ら
豊
か
な
場
所

　

我
々
が
二
泊
し
た
伊
犁
で
は
、
中
央
ア
ジ
ア
系
の

美
人
を
多
く
見
か
け
た
。
伊
犁
は
昔
か
ら
地
味
が
肥

え
て
い
て
、
種
を
蒔
く
だ
け
で
作
物
が
収
穫
で
き
た

た
め
、
周
辺
諸
国
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
伊
犁
は
清
朝
時
代
に
は
新
疆
の
中
心

地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
伊
犁
で
は
百
信
草
原
蜂
業
、

慶
華
煤
化
有
限
公
司
等
を
見
学
し
た
。
伊
犁
に
隣
接

す
る
伊
寧
県
の
高
官
の
接
待
を
受
け
た
折
、
ウ
イ
グ

ル
人
演
奏
家
三
人
に
よ
る
歌
と
伝
統
楽
器
に
よ
る

演
奏
が
あ
っ
た
が
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

終
わ
り
に

　

我
々
の
ウ
ル
ム
チ
訪
問
は
、
高
志
剛
経
済
学
院
院

長
を
始
め
と
す
る
新
疆
財
経
大
学
の
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
方
旅
行
に
は

日
本
語
の
堪
能
な
ジ
ュ
ラ
イ
テ
ィ
副
教
授
と
シ
ュ

フ
ラ
イ
テ
ィ
副
教
授
が
同
行
し
て
下
さ
っ
た
。
今
回

の
調
査
旅
行
は
共
同
研
究
の
先
鞭
を
な
す
も
の
で
、

実
り
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
改
め
て
両
先
生
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。　

　
（
の
ぞ
え
し
ん
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）


	所報-第145号_Part6
	所報-第145号_Part7

